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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

①当期の経営成績

 当連結会計年度における経済環境は、前半は円安の継続や原材料価格の低下を背景に、緩やかながらも景気の回

復基調が続きましたが、その後中国経済減速の影響や、米国の利上げ、円高が重なったことから、横ばいが続き、

先行きは不透明な状況が続いております。

 このような経済環境のもと、当社グループにおいては、お客様の信頼と期待を獲得するため、事業部主導経営へ

の転換を図り、社員一人一人が自分の責任を果たし、品質、スピード、実行にこだわり、グローバルな競争の中

で、さまざまなお客様の問題を解決し、お客様からありがとうと感謝される体制作りに取り組んでまいりました。 

 販売面では、当社グループの主な市場である工作機械、産業機械、建設機械市場におきましては、国内需要が堅

調に推移し、前年同期の売上高を上回る結果となりました。また、半導体・液晶製造装置関連市場におきまして

も、下期から設備投資の拡大に伴い、当社グループへの引き合い・受注量が順調に回復したため、売上高が伸び、

前年同期の売上高を上回りました。

 その結果、当連結会計年度の売上高は122億１百万円（前年同期比9.4％増）となり、営業利益は20億71万円（同

14.5％増）、経常利益は19億76百万円（同13.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は10億50百万円（同

2.8％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

当社は製品構成から以下４事業所を報告セグメントとしております。

（静岡事業所）

 半導体及び液晶製造装置関連市場向けのクリーンなバルブ、配管ユニット等を生産しておりますが、第３四半期

以降半導体及び液晶製造装置関連の需要が伸び、売上高は23億18百万円（前年同期比21.1％増）、セグメント利益

は５億84百万円（同58.0％増）となりました。

（岐阜事業所）

 一般産業の油空圧配管用の継手、バルブ等を生産しており、重点市場である産業機械・工作機械市場向けは、需

要が回復したため、売上高は46億33百万円（前年同期比5.0％増）となりましたが、生産に関わる変動費が増加し

たため、セグメント利益は16億47百万円（同0.5％減）となりました。

（山形事業所）

 半導体及び液晶製造装置関連、さらに分析・各種計装及び食品・パワープラント・化学市場に向けての継手、バ

ルブ等を生産しておりますが、半導体及び液晶製造装置関連の需要が伸び、売上高は40億49百万円（前年同期比

11.1％増）となりましたが、生産に関わる変動費が増加し、セグメント利益は12億７百万円（同0.9％減）にとど

まりました。

（IPEC岐阜事業所）

 流体別・用途別に最適な配管システムを提供することを目標にロング継手、カセット生産、配管設計・施工を行

っておりますが、建設機械向けの受注が堅調に推移したため、売上高は13億43百万円（前年同期比5.8％増）、セ

グメント利益は２億87百万円（同25.0％増）となりました。

 

②今後の見通し

 米国および中国経済に陰りが見え始め、国内景気も横ばい基調にありますが、平成29年３月期業績は、創立75周年

を迎え、事業部主導経営への転換をさらに加速させ、お客様からありがとう、よかった、すごい、さすがと言っても

らえるイハラブランドを定着させることなどにより、連結売上高125億円（前年同期比2.4％増）、営業利益21億円

（同1.4％増）、経常利益20億円（同1.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益13億80百万円（同31.3％増）を見

込んでおります。

 

(2）財政状態に関する分析

 当連結会計年度におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローで９億39百万円のプラス、

投資活動によるキャッシュ・フローで７億50百万円のマイナス、財務活動によるキャッシュ・フローで１億32百万

円のプラスとなりました。この結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末より２億90百万円増加しました。
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①営業活動によるキャッシュ・フロー

 当連結会計年度における営業活動の結果得られた資金は９億39百万円（前年同期比29.6％減）でありました。こ

の減少の主な要因は、税金等調整前当期純利益17億69百万円の計上、減価償却費３億11百万円、売上債権の増加に

よる４億２百万円の減少、棚卸資産の増加による１億71百万円の減少、仕入債務の増加による80百万円増加、退職

給付引当金の減少による１億68百万円、法人税等の支払額６億77百万円によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

 当連結会計年度における投資活動の結果使用した資金は７億５百万円（前年同期比14.7％減）でありました。こ

の減少の主な要因は、投資有価証券の取得による支出が１億９百万円、固定資産の取得による支出が５億90百万

円、貸付金の支出52百万円であったことによります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

 当連結会計年度における財務活動の結果得られた資金は１億32百万円（前年同期は６億33百万円のマイナス）で

ありました。この増加の主な要因は、長期借入金の収入による21億90百万円、長期借入金の返済による支出４億65

百万円、自己株式の取得による支出13億17百万円、配当金の支払いによる支出２億58百万円であります。

 

当企業集団のキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。

  平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

自己資本比率（％） 59.6 65.5 68.6 72.1 64.4

時価ベースの

自己資本比率（％）
45.6 45.3 57.0 74.4 49.8

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率（年）
9.1年 1.6年 15.1年 0.8年 3.0年

インタレスト・

カバレッジ・レシオ（倍）
17.2 56.9 6.2 127.6 74.1

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

   ※いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

   ※キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

   ※有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としてお

ります。

 

（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

    当社グループの株主の皆様の利益を最も重要な課題のひとつと考え、企業体質の強化と今後の事業展開に備

える内部留保の確保を考慮した上で、業績に応じた株主配当を実施していくことを基本としております。

    当期の配当金につきましては、平成28年5月12日開催の取締役会において、1株につき24円と決議させていた

だきました。また、次期配当につきましては25円を予定しております。

 

（4）事業等のリスク

    当社グループの経営成績は変動しており、過年度における経営成績は必ずしも将来における業績を示唆して

いるものではないことに留意する必要があります。当社グループにおいては、事業を取り巻く様々なリスク

の発生を防止あるいはリスクヘッジすることによりリスクの軽減を図っております。しかし、半導体関連市

場に見られるような急激な需要の変化、各種素材の高騰、日本及び世界経済の全般的な状況、重大なトラブ

ル及び大規模な災害の発生など、予想を超える事態が発生した場合には、当社グループの経営成績及び財政

状態に重大な影響が及ぶ可能性があります。
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２．企業集団の状況

 

（注）山形イハラ㈱は連結子会社であります。

※１ 非連結子会社で持分法適用会社

 

３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針、（2）目標とする経営指標、（3）中長期的な会社の経営戦略、（4）会社の対処すべき課題

平成24年３月期決算短信（平成24年5月11日開示）により開示を行った内容から重要な変更がないため開示を省略して

おります。

当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。

（当社ホームページ）

 http://www.ihara-sc.co.jp

（日本取引所ホームページ（銘柄検索ページ））

 http://www.jpx.co.jp/listing/co-search/index.html

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは、連財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

 なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,537 3,828 

受取手形及び売掛金 3,710 4,113 

商品及び製品 330 340 

仕掛品 374 481 

原材料及び貯蔵品 796 850 

繰延税金資産 73 66 

その他 152 194 

流動資産合計 8,976 9,876 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,434 1,514 

機械装置及び運搬具（純額） 490 613 

土地 1,420 1,412 

建設仮勘定 104 82 

その他（純額） 42 62 

有形固定資産合計 3,493 3,685 

無形固定資産 104 150 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,914 1,709 

長期貸付金 1 13 

関係会社長期貸付金 28 20 

生命保険積立金 69 77 

繰延税金資産 408 353 

その他 41 42 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 2,463 2,216 

固定資産合計 6,061 6,052 

資産合計 15,037 15,928 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 533 614 

短期借入金 363 767 

未払金 275 242 

未払法人税等 374 342 

役員賞与引当金 27 32 

その他 216 97 

流動負債合計 1,791 2,097 

固定負債    

長期借入金 545 1,850 

退職給付に係る負債 1,449 1,280 

役員退職慰労引当金 194 221 

資産除去債務 54 55 

長期預り保証金 157 157 

固定負債合計 2,402 3,565 

負債合計 4,193 5,663 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,564 1,564 

資本剰余金 618 618 

利益剰余金 10,171 10,963 

自己株式 △1,674 △2,991 

株主資本合計 10,679 10,153 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 95 53 

為替換算調整勘定 69 58 

その他の包括利益累計額合計 164 111 

純資産合計 10,844 10,265 

負債純資産合計 15,037 15,928 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 11,153 12,201 

売上原価 7,634 8,349 

売上総利益 3,518 3,851 

販売費及び一般管理費 1,708 1,780 

営業利益 1,809 2,071 

営業外収益    

受取利息及び配当金 18 29 

為替差益 44 － 

複合金融商品評価益 － 24 

その他 18 16 

営業外収益合計 82 70 

営業外費用    

支払利息 10 12 

売上債権売却損 4 3 

複合金融商品評価損 26 － 

為替差損 － 36 

持分法による投資損失 93 105 

その他 11 6 

営業外費用合計 145 164 

経常利益 1,746 1,976 

特別損失    

減損損失 27 19 

投資有価証券評価損 － 188 

特別損失合計 27 207 

税金等調整前当期純利益 1,718 1,769 

法人税、住民税及び事業税 651 634 

法人税等調整額 44 83 

法人税等合計 695 718 

当期純利益 1,022 1,050 

親会社株主に帰属する当期純利益 1,022 1,050 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当期純利益 1,022 1,050 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 89 △42 

持分法適用会社に対する持分相当額 39 △10 

その他の包括利益合計 128 △53 

包括利益 1,151 997 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,151 997 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日）

          (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,564 618 9,384 △1,674 9,892 

当期変動額           

剰余金の配当     △235   △235 

親会社株主に帰属する当期
純利益     1,022   1,022 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 787 △0 787 

当期末残高 1,564 618 10,171 △1,674 10,679 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

為替換算調整勘定 
その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 5 30 36 9,928 

当期変動額         

剰余金の配当       △235 

親会社株主に帰属する当期
純利益       1,022 

自己株式の取得       △0 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 89 39 128 128 

当期変動額合計 89 39 128 916 

当期末残高 95 69 164 10,844 
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当連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日）

          (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,564 618 10,171 △1,674 10,679 

当期変動額           

剰余金の配当     △258   △258 

親会社株主に帰属する当期
純利益     1,050   1,050 

自己株式の取得       △1,317 △1,317 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 791 △1,317 △525 

当期末残高 1,564 618 10,963 △2,991 10,153 

 

         

  その他の包括利益累計額 

純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

為替換算調整勘定 その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 95 69 164 10,844 

当期変動額         

剰余金の配当       △258 

親会社株主に帰属する当期
純利益       1,050 

自己株式の取得       △1,317 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△42 △10 △53 △53 

当期変動額合計 △42 △10 △53 △579 

当期末残高 53 58 111 10,265 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 1,718 1,769 

減価償却費 257 311 

持分法による投資損益（△は益） 93 105 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 26 △168 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 26 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 5 5 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 － 

受取利息及び受取配当金 △18 △29 

支払利息 10 12 

為替差損益（△は益） 0 31 

投資有価証券評価損益（△は益） － 188 

複合金融商品評価損益（△は益） 26 △24 

減損損失 27 19 

売上債権の増減額（△は増加） △282 △402 

たな卸資産の増減額（△は増加） △39 △171 

仕入債務の増減額（△は減少） 80 80 

未払消費税等の増減額（△は減少） 87 △119 

未払金の増減額（△は減少） 31 △11 

その他 △16 △22 

小計 2,017 1,601 

利息及び配当金の受取額 18 29 

利息の支払額 △10 △12 

法人税等の支払額 △691 △677 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,334 939 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △204 △515 

無形固定資産の取得による支出 △11 △74 

投資有価証券の取得による支出 △565 △109 

保険積立金の積立による支出 △7 △7 

子会社株式の取得による支出 △4 － 

子会社出資金の取得による支出 △60 － 

関係会社貸付けによる支出 △28 △29 

長期貸付金の回収による収入 2 3 

長期貸付けによる支出 △0 △23 

その他 0 4 

投資活動によるキャッシュ・フロー △879 △750 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － △15 

長期借入れによる収入 － 2,190 

長期借入金の返済による支出 △348 △465 

社債の償還による支出 △50 － 

自己株式の取得による支出 △0 △1,317 

配当金の支払額 △235 △258 

財務活動によるキャッシュ・フロー △633 132 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △31 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △179 290 

現金及び現金同等物の期首残高 3,717 3,537 

現金及び現金同等物の期末残高 3,537 3,828 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を当連結会計年度から適用し、当期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映さ

せるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行っております。

- 12 -

イハラサイエンス株式会社（5999）　平成28年３月期決算短信



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配

分及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は、生産拠点ごとの事業所制を採用しており、各事業所は取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略

を立案し、事業活動を展開しております。

 したがって、当社は事業所を基礎とした製品のセグメントから構成されており、「静岡事業所」、「岐阜事業

所」、「山形事業所」、「ＩＰＥＣ岐阜事業所」の４つの報告セグメントとしております。

 「静岡事業所」は、半導体及び液晶製造装置関連のクリーンなバルブ、配管ユニット等を生産しており、「岐阜事

業所」は、油圧関連設備の継手、バルブ等を生産しており、「山形事業所」は、半導体及び液晶製造装置関連の継

手、バルブ等を生産しており、「ＩＰＥＣ岐阜事業所」は、油圧関連装置のロング継手等の生産及び配管工事を行っ

ております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、棚卸資産の評価基準を除き、「連結財務諸表作成のための基

本となる重要な事項」における記載と概ね同一であります。

棚卸資産の評価については、収益性の低下に基づく簿価切下げ前の価額で評価しております。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

 前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日）

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所 

IPEC岐阜事業
所 

計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

1,913 4,324 3,438 1,270 10,946 206 11,153 

セグメント間
の内部売上高 

1 89 207 － 298 － 298 

計 1,915 4,414 3,645 1,270 11,244 206 11,451 

セグメント利益 370 1,655 1,218 230 3,475 61 3,537 

セグメント資産 841 1,342 2,000 334 4,519 333 4,852 

セグメント負債 111 308 1,139 94 1,652 － 1,652 

その他の項目              

減価償却費 28 92 70 24 216 7 224 

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額 

55 55 54 8 172 19 191 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない商品売上、及び不動産賃貸収入等であります。
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 当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日） 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所 

IPEC岐阜事業
所 

計 

売上高              

外部顧客への
売上高 

2,317 4,546 3,766 1,340 11,972 229 12,201 

セグメント間
の内部売上高 

1 86 282 3 374 － 374 

計 2,318 4,633 4,049 1,343 12,346 229 12,575 

セグメント利益 584 1,647 1,207 287 3,727 85 3,812 

セグメント資産 991 1,634 2,262 412 5,300 318 5,619 

セグメント負債 143 351 1,284 100 1,879 － 1,879 

その他の項目              

減価償却費 36 102 107 25 272 14 287 

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額 

43 302 595 47 989 － 989 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない商品売上、及び不動産賃貸収入等であります。

 ４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）
（単位：百万円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 11,244 12,346

「その他」の区分の売上高 206 229

セグメント間取引消去 △298 △374

連結財務諸表の売上高 11,153 12,201

 
（単位：百万円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 3,475 3,727

「その他」の区分の利益 61 85

セグメント間取引消去 △44 △56

全社費用（注） △1,662 △1,684

棚卸資産の調整額 △20 △0

連結財務諸表の営業利益 1,809 2,071

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術試験費であります。

（単位：百万円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 4,519 5,300

「その他」の区分の資産 333 318

本社管理部門に対する債権の相殺消去 △527 △605

全社資産（注） 10,753 10,988

棚卸資産の調整額 △40 △73

連結財務諸表の資産合計 15,037 15,928

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社資産であります。
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（単位：百万円）

負債 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 1,652 1,879

「その他」の区分の負債 － －

本社管理部門に対する債務の消去 △527 △605

本社の退職給付に係る負債等 3,067 4,388

連結財務諸表の負債合計 4,193 5,663

 
（単位：百万円）

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

減価償却費 216 272 7 14 33 24 257 311

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

172 989 19 － 13 2 205 991

（注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社に係る設備投資額であります。

 

【関連情報】

前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

  (1) 売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えているた

め、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

  (1) 売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

 本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えているた

め、記載を省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

 該当事項はありません。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日）
            （単位：百万円） 

  静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所 
IPEC岐阜 
事業所 

計 その他 合計 

減損損失 － 27 － － 27 － 27 

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）
            （単位：百万円） 

  静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所 
IPEC岐阜 
事業所 

計 その他 合計 

減損損失 － － － － － 19 19 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自平成26年４月１日  至平成27年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日  至平成28年３月31日）

 該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 
 
 

前連結会計年度
（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成27年４月１日
至  平成28年３月31日）

１株当たり純資産額 921.18円 1,004.21円

１株当たり当期純利益金額 86.88円 95.04円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自  平成26年４月１日
至  平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自  平成27年４月１日
至  平成28年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万

円）
1,022 1,050

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益金額（百万円）
1,022 1,050

期中平均株式数（千株） 11,772 11,056
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（重要な後発事象）

（セグメント区分の変更）

 当連結会計年度において、報告セグメントの区分を「静岡事業所」、「岐阜事業所」、「山形事業所」及び「IPEC

岐阜事業所」の４つの事業所別報告セグメントとしておりましたが、平成28年４月１日付の組織変更に伴い、翌連結

会計年度より、「CP事業部」、「GP事業部」、「IPEC事業部」の３つの事業部別報告セグメントに変更することとし

ました。

 「静岡事業所」に含まれていた静岡事業所バルブカンパニー及び「山形事業所」は「CP事業部」に、「岐阜事業

所」は「GP事業部」に、「静岡事業所」に含まれていた静岡事業所ユニットカンパニー及び「IPEC岐阜事業所」は

「IPEC事業部」となります。
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